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)

.雜
錄
撳
洲
平
和
の
极
本
翁

る
。
是
等
の
倐
件
が
存
す
：な
限
\

獨
逸
が
後
年
復
た 

び
，1

九
〇
五
年VJ
同
九
年V

J

に
成
功
し
、1

九
一
一
年 

に
失
敗
し
、.1

九
：

.一
四
年
に
は
^
に
戰
箏
を
誘
起
し
方 

如
く
"
哪
爭
の
脅
嚇
に
依
て
椹
ゆ
可
ら
ざ
る
命
令
を
諸 

國
に
.下
す
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
中
歐
同
盟
は
即
ち
歐 

洲
が
觸
逸
の
命
令
に•服
從
し
て
其
自3

を
失
ふ
か
、
然 

ら
ず
む
ば
之
に
抵
抗
せ
む
が
爲

一

九1
四
年
七
月
現
在 

以

上
-0
5[
1

備
を
挪
持
す
る
か
を
意
味
す
る
。
民
.治
國
の 

;

伞
和
的
外
交
に
反
對
し
て
普
®
士
流
の
武
斷
外
交
の
勝 

利
を
意
味
す
る
。
故
に̂

和
の
主
耍
條
件
は
"
獨
逸
を 

し
て
今
後
歐
洲
に
命
令
す
る
の
夢
想
を
放
棄
せ
し
め"
 

以
て
ア
ス
ク
ィ
ス
が
*
宰
相
の
演
説
に
報
ひ
て
云
へ
る 

荷
ゆ
る
文
明
國
の
屯
等
權
を
基
碰

V」

し
れ
る
國
際
制
度 

を
可
能
な
ら
し
む
る
や
ぅ
獨
逸
を
し
て
隣
强
ど
•平
等
の 

地
位
を
承
認
せ
ざ
る
を
#
ざ
る
が
如
き
境
遇
に
置
か
し 

む
る
事
で
あ
る
。
こ
は
決
し
て
武
力
に
依
て®

m
の
分 

裂
ビ
其
政
治
組
織
の
變.31
を
强
ゆ
る
も
の
で
は
な
い
。 

耍
は
伯
林
の
政
治
的
乃.至M

.

事

的

，支

配

，か

ら

非

獨

逸

國

.
第
八
號

八
'■卜

-

民
を
解
放
す
る
，に
在
る
の
であ
る

。.獨
逸
め
官
邊
も
其 

ァ
浐
ャ
彳
ル
の
1

も
、
充
分
成
功
の
好
機
會
に
就
て
信 

じ
な
办
つ
れ
な
ら
ば
、
狹
し
て
歐
柳
の
自tf
l
を
^
は
V
 

と
の
擧
：に
出
で
な
か
つ
れ
で
あ
ら
ぅ
。
爾
し
て
彼
等
1
1
1 

千
萬
以
上
の
非
_
逸
族
非
.マ
ジ
ャ
ー

ル
族
の
跟
隊
ヾ
し
國 

力
ビ
を
充
分
左
右
し
得
な
か
つ
れ
な
ら
ば
、
成
功
の
機 

會
を
得
な
か
つ
た
で
あ
ら
ぅ
。
普#

士

が

他

.服

を

企

て
 

,れ
：原
因
ビ
、
今
囘
の
戰
爭
の
最
大
悲
劇

VJ

は
、
是
等
の
三 

千
萬
人
以
上
の
も
の
が
強
制
徵
兵
制
度
に
組
織
せ
ら
れ 

て
、
他
の
a

K
成
か
b
か
、
：
一
層
■
»

に
S
分
等
の
身 

上
.に
、
,'
普
#
士
式
桎
梏
を
置
か
む
が
爲
突
進
し
た
る
こ 

i

R
於
て
發
見
せ
ら
る
ゝ
の
で
わ
る
。
典
れ
故
聯
合
侧 

の
平
和
條
件
の
中
最
も
缺
く
可
ら
ざ
る
事
は
、m
に
三 

千
萬
人
ビ
云
は
す
、
實
に
其
倍
數
に
上
ぼ
る
非
獨
逸
民 

族
を
獨
逸
の
取
事
的
及
び
外
交
的
配下
に
®

か
む
ヒ
す 

る
中
歐
同
盟
の
破
壞
ば
か
り
で
な
く"
戰
前
に
於
て
伯 

林
政
府
か
ら
表
而
土
で
は
な
か
つ
た
け
れ
ど
、
實
際
上 

奴
隸
に
せ
ら
れ
て
居
た
是
等
の
人
民
の
解
放
で
あ
る
。

1̂
何
に
し
て
^
目
_
が
達
せ
^

'4
可
き
炉
は
、：
玆
に
豫 

言

す

可

ぎ

限

ぬ

や

。
叉
:«
細
な
る
^

土

的

.決

定

を
 

兹
に
别
梵
す
る
の
必
耍
を
，も
認
め
な
い
。
嚴
等
の.詳
% 

に
至
つ
て
は
非
常
^
被
雜
し
て
居
る
。
前
記
の
地
方
に 

於
て
は
、.不
幸
に
し
て
民
族
主_
ビ
云
ふ
こ
ど
が
、
充 

分
な
る
自
*
の
精
神
と
云
ル
こ
ビ
ょ
り
も
有
力
で
あ
つ 

て
是
れ
ぞ
即
ち
普
#
士 \

其
後
援
ヾ」

し
て
依
賴
し
た
所 

の
も
の
で
あ
る
。
故
に
是
等
の.地
方
.に
於
て
は
、
人

種
. 

的
の
笕
容
ど
云
ふ
こ
ヒ
は
、
永
久
の.平

和

に

収

，
つ

て

® 

逸
本
隊
內
r
於
け
る
^
賤
生
^
の
^
歡
に
も
讓
ら
ざ
る 

fr
に
大
切
で
あ
る
。
而
し
て
最
も
肝®
な
る
は
、
へ
是
等 

の
民
於
ヵ
漪
逸
の
配
下-̂
爾
せ
す
し
て
、
自
分
で
自
分 

の
將
來
を
定
め
ね
ば
な&
ね
こ
ど
で
あ
る
。(

以
下
緻
出)

.歐

洲

戰

■

米

國

,
 

«

易

狀

態

：
下

堀

四

館

十

卷(

ニ 

n
.
l
s
.雜

錄

米
國
多
激
人
士
の
間
に
は
？
英
國
を
し
て»
逸
の
'
® 

易
に
對
し
て
自
li
i

®
行
動
を
取
ら
し
む
る
を̂

な
りV. 

す
る
の
意
見
行
は
れ
れ
り
。
，
蓋->

彼
等
は
英
國
を
し
T 

■
暴
；

i

受

を

以

て

す

る

の
-^
ノ ：

經
濟
上
の
虺
追
を
加 

へ
V
.L
:む
る
ど
き
は
、.假
令
ひ.一,

時
中
立
國
の
利
.益
を
傷
. 

一
く
る
こV」

：

あ
り
i
す
る
も
、
戰
局
の
收
拾
を
速
に
し
、

,

.

:

"
 

h中
觉
厕
に
利
益
を
及
ぼ
す
に
. ^

る
，
こ

と

を

信

じ

.た

れ

ば
 

■

r 

:

.

な

り

。

现

に
.

千

九

西

十

.五

年

三

月

英

國

が

獨

逸

貿

易

に

； 

■

:

.

,

ぶ

嚴
酷
な
る
■制
限
*

加
ふ
る
.

やA

同

月 
一
一
ロ
の
，紐

育

ト

「

ジ

ヨ

ー

ナ>

。
オ
ダ
い
コ
ム
：：
ブ

ー

ス

夂

ほ

其

社

說

(;
於

て

、_ 

人

；
：
 

左
の
如
き
議
論
を
公
に
し
た
^

v
o'\
パ
.
.

歓
洲
戰
爭
と
米
掘
の
贸
處
靡
 

笫
八
號'

■

八
七



若
し
も
聯
合
諸
國
に
し
て
今
日
獨
逸
が
外
國
ょb
供 

給
を
受
け
、
彼
等
に
對
す
る
抵
抗
力
を
無
限
に
持
續 

■

す
る
を
得
る
物
資
に
對
し
、
其®
接
に
取
隊
を
維
持
'. 

す
る
の
用
に
供
せ
ら
る
、
ど
、
軍
隊
給
養
の
爲
め
に 

1

般
人
民
の
需
要
充
足
に
生
じ
れ
る
缺
乏
を
補
充
す 

る
を
間
は
す
、31
供
給
を
社
絕
す
る
の
實
力
を
有
す 

る
も
の
ヒ
せ
ん
か
、
此
實
カ
を
被
挪
す
る
は
、
即
ち 

虐
殺
、
荒
凉
"
《
禍
ヽ
有
價
物
破
壤
其
他
の
損
失
を 

:

■

し
、
巾
立
諸
國
を
し
て
其
災M
を
頒
.つ
こ
ど
を 

免
か
れ
し
む
る
最
も
有
效
な
る
博
愛
的
手
段
れ
.る
を 

失
は
ざ
る
可
し
。
吾
人
は
最
も'S

速

に

、

，又

最

も

有
 

效
に
此
終
局
を
實
現
す
る
爲
め
に
、f
用
ビ
_
牲
ど 

を
荷
ぅ
こ
-

jj

を
辭
す
る
も
の
に
則̂

。

英
國
は
綿
花
並
に
銅
に
對
し
.て

"

其

供

給

を

獅

逸

に 

絕
つ
こ
ビ
を
計
«

し
‘れ
.る
が
、
其
經
濟
的
破
壤
政
资
の 

锒
も
颜
著
な
る
程
度
に
熝
用
せ
ら
れ
れ
る
は
、
即
ち
食 

糧
供
給
に
關
す
る
方
®

に
外
な
ら
、ざ
り
き
。
普
佛
戰
爭 

<の
.當
_

»
逸
は
國
內
1:
四

千

萬

の

：人

ロ
%

擁

し

、I

方

-

に
彼
等
を
給
養
す
可̂4

技
糙
も
亦
之
を
內
國
に
於
て
產 

;m
す
る
を
得
た
り
。
然
る'に
人
d
,
は
.
近

年

七

千

萬

人

に
 

-
增

加

..L
k

•
る

に

拘

は

ら

ず

、

耕

，作

地

毫

も

'

增
加
せ
t
、 

燕
；

i

於
て
か
人
口
中
の
S

二

千

莴

入

は

.
露

國

叉

は

*

エ
 

を
砰
つ
る
諸
國
ょ
ちft
入
せ
&
る
.
、

食

糧

に

：給

養

を

求
 

.む
る
を
必
要
苳
し
た
り
。
若
し
も
獨
逸
に
.し
て
露
國
の 

供

給

：を

失

ひ

、

又

英

國

•

の
‘爲
め
^
.海
上
.を
經
由
す
る
供
. 

給
を
遮
»

せ
ら
れ
ん
か
、
七
千
1
の
國
民
は
®

^
の
六 

.割

ょ

り

少

な

き

人

口

を

滿

足

す

，
る
.
食

糧

の

，
供

給

を

以

て
 

甘
ん
.ぼ

，ざ

..

る
を
得
ず
。
チ
八
百
七
十
年
以
來
獅
逸
に
增 

加
，し
：̂
至
.二
千
，海

の

國

民

找

人

口

の

，增

加

；
に

相

#

ぅ

て 

膨
脹
し
れ
•る
外
國
質
易
に
依
て
、
觸
逸
に
齎
ら
さ
れ
れ 

る
食
糧
に
給
養
^
求
め
た
る
も
の
に
し
て
"
經
濟
狀
態 

は
英
國
に
類
似
す
る
に
茧
#
ん
ど
し
れ
り
。
然
れ
ど
も 

英
獨
雨
國
資
易
並
に
食
糧
供
給
に
は
大
な
る
相
違
ゎ
る 

>」

ビ
を
1
€め
ざ
^
:f
か
ら
す
。
即
ち
英
國
は
產
業
上
の 

大
發
朋
(0
相
次
い
'1
3
行
は
れ
れ
：名
故
を
以
て
、
第I

流 

の
エ
業
國
枝
る
他
位
を̂

ぴ

。
'
德

汽

機

關

發

明

甘

'
ら

れ

_
,
'
.
•
■
i

s

i

て
、
始
め
て
製
造
業
に
應
用
せ
ら
れ
た
る
も
、
一
手
工
業 

R
代
っ
て
、
機
械
工
業
の
行
は
れ
れ
る
も
、
英
國
に
乙 

て

、

蒸

汽

船

"

蒸

汽

鐡

道

の

利

用

に

依

る

運

搬

费

.の

低 

減
^
相
俟
て
、
英
國
は
交
通
機
關
の
達
し
得
る
世
界
の 

到
る
所
に
"

又

關

稅

の

障

壁

に

依

て

、
，
妨

害

を

.蒙

ら

ざ
 

る
總
て
の
國
に
其
エ«
品
を
供
給
し
、
*
代
偕
ビ
し
て 

食
糧
を
輸
ス
し
て
、
.國
內
に
增
加
す
る
人.

EI

を
給
養
し 

原
料
品
を
輸
入
し
て 

>製
造
業
の
發
達
を
助*
し
た
b
。 

然
れ
と
も
未
開
の
諸
國
は
英
■
よ
ぅ
大
な
る
エ
藝
品
の 

供
給
を
.受
け
て
、1:

方
に
之
を
交
拂
ふ
可
き
產
物
を
有 

せ
す
。
斯
く
て
是
等
の
國
は
英
國
よ
り
資
金
を
借
入
れ 

猶
國
の
株
或
憒
券
を
英
國
に
交
付
し
て
、
以
て

H
®

品 

を
購
求
す
.る
の
手
段
に
出
で
、
現
に
米
國0'
英
國
に
負 

ぅ
漬
務
に
三
十
五
億
弗
に
上
る
と
稱
せ
ら
る
、
が
如
き'
 

此
一
例
を
以
て
目
す
可
き
も
の
な
り
。

:

十

九

世

船

中

，

I

千
i

f

H
萬

よ

ち

四

千

幽

百

^

^

增

孤
 

i

る
、
英

國

；
の

人

ロ

は

斯

る

事

情

' 0

下

に>
 

多

く

外

國
 

の

產

物

に

依

て

給

養

せ

&

,

れ
、

一
方
に
英
國
の
農
業
は

爾

次

衰

微

し

つ

；
棘

^

' ^

八

十

年

代

の

自
ff
i

質
易
政 

策
- 0

下
に
、
米
國
の
徽
物
家
、畜
：(
後
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ー 

ン
の
家
畜)

濠
洲
の
羊
肉
.
1

和
櫬
、
丁
抹
の
乳
產
物
に 

侬
て
劇
烈
.
な
る
競
#

を
蒙
り
、.
述
賃
の
低
廉
な
る
密
通 

機

關

は

英

國

の

製

造

樂

.，に

有

刹

な

り

し

が

如

く

、

農

業 

ね
不
利
ビ
爲
り
、.
種
々
に
事
^

相
重
な
り
.て
英
國
を
し 

て
廣
大
な
る
工
業
國
た
ら
し
め
れ
り
。
劳
し
も
獨
逸
に 

し
て
英
國
の
前
例
に
從
ひ
れ
々
ビ
す
れ
ば
、
果
し
て
如 

何

。
，
獅

逸

の

諸

州

が

他

.

の
歐
羅
a

諸
國
ど
同
じ
く
、
英 

國
工
業
.
の
競
^

に
堪
ゆ
，.る
能
は
ざ
る
は
識
を
俟
た
す
。 

フ
方
に
觸
逸
は
.

千
八
西
七
十
L

時
に
.

於

て
.

は
、

一
®

‘の
m
員
®

■
だ
る
地
位
に
居
グ
、
哲
國
の
土
地
を
以 

て
給
養
する
を
«

冬
人
ロ
を
給
養
し
、

一
方
に
國
K

の 

一
部
は
外
國
に
移
住
し
て
、
以
て
生
活
を
營
ま
ん
.さ
し 

た
り
。
賦
に
千
八
哲
七
十
年
以
來
_
逸
國
民
の
米
國
に 

移
;«
し

作

る

者

の

數

令

擧

で

る

に

 

>
' 千
八
西
七
十
年
十 

1

.
萬
人
、
千
八
苗%

十

：
一

ニ

年

ナ

四

莴

九

千

人

な

り

し

が

、 

千

八

百

八

十

 

一

一

 

萬

人

に

、

千

八
| ?

八
+

0

$
 

:
2一：

M

五)

顧

M

.欧
洲
戦
爭
と.霞

の

.算
烏
狀
態

飨
八
號

A
九



笊
十
# (

m
'
v
t
-c
.

雜
.

錄
.

歐
洲
_
爭
と
：米
細
.
の
賀
易
狱
態
、

笫
八
.雜

九
0

1
J

年

に
'^
こ
+
本
旗
人
に
劇
增
し
介
り,°
_

;0
如
く
年 

々
多
數
，0
:#
他
民
を
生
沙
る
ど
き
は
、
兵
卒-
納
⑩
者 

並
に
勞
働
者
の
.數
に
減
少
を
來
し
4

立

翻

：上

容

易

な

ら
 

ざ
る
损
次
を
釀
す
に
宠
る
可
き
は
綢
逸
政
府
の
憂
慮^, 

れ
る
所
に
し
•て
、
此
大
勢
に
對
抗
す
る
に
は
、
國
內
に 

H

業
を
起
し
て
、
：
以
て
增
殖
す
る
人
口
に
職
業
を
供
へ 

又
其
產
物
を
以
て
、
英
國
に
於
け
る
如
く
外
國
ょ6
輸 

入
す
る
食
糧
の
代
金
決
濟
に
充.つ
る
の
必
耍
ぁ
b

ビ
レ 

千
八
？]
七
ぅ
九
年
保
護
關
桃
則
の
制
定
を
見
る
こ

VJ 
> 

梦
れ
り
。
r
れ
ど
も
此
關
桃
則
の
效
果
を
發
挪
す
る
は 

或
る
時
期
を
耍
し
れ
隨
て
千
八
西
八
十
年
代
並
に 

同
九
十
年
代
の
前
半
に
於
て«
外
國
移
住
设
依
然
？
し 

て
多
く
"】

方
に
千
八
西
八
十
年
ょ
り
千
八
百
九
十
四 

年
に
至
る
物
，§

低
落
、
産
業
の
沈
衰
は
獨
逸
の
：工
業 

發

诞

を

妨

げ

た

る

が

.
、

千

八

诉

九

十

五

年

に

至

つ

そ

恢
 

板
の
緖
に
就
く
や
、
‘獨
逸
のH

業
亦
此
時
を
機
.

V」

し
て 

»
く
活
腿
し
"
、
千

八:-
«

九

十

五

年

移

住

民

の

數

は

三

萬
 

一
罕
人
に
減
ル
ノ
し
、
爾
來
 
一■
尔
に
五
ぬ
人
を

超

ゆ

る

こ

ビ
な
く
：
.却
て
國
內
ね
波
蘭
、
ガ
タ
シ.ャ
> 
併
太
利
諸 

國
民
の
移
住
：を
迦-'

5;

る
こ
と
.
>
.爲
れ
'
$
。.
：

獨

逸

の

；
輸

出

質

易

が

.

此
期
間
に
於
て
，
急
速
に
增
進 

し
た
る
事
實
は
左
の
1
表
に
於
て
明
な
り
。

(

取
位一;

千
卯)

J
A八Q

年
.輸
出
. 

%
.逸

.

七

一八
、三
七
 ̂

苑
告
利M

、三
九
三
、八
三
 ̂

米

國

.'

.

八
5 ;
17 .
パ
三
八 

佛
蘭
西
八
九
〇
*!

」

〇ぴ

二

九」

ニ
年
輸
'出 

■ 

ニ
、
四

ニ

一

、
〇
'五
〇 

ニ
、
九
九
四
、
八
〇
五 

二
、
一 

1
0
四
'
1
三

ニ 

1

、
七
六
四
、
，セ
八
〇咐

，
加

率 

三
、
三
七 

ニ
、
12L 

ニ
、
丑
八 

1

、
九
八

,

獅
逸
は
諸
外
國
に
エ
藝
品
を
供
給
す
る
の
國
た
ら
ん 

ど
す
る
點
に
於
て*
英
國
と
雁
行
し
た
ビ
雖
も
、
食 

糧
の
.供
給
に
關
し
て
、
海
上
を
距
る
國
に
依
賴
せ
ざ
る 

を
得
ざ
る
の
一
事
は
..英
國
に
對
し
て
大
に
興
な
る
所
ビ 

せ
ざ
^
可
’
ら
す
。v

恭
し
も
觸
逸
が
食
料
品
に
就
：て
、 

自
曲
貿
易
政
策
凌
適
用
し
れ
ら
ん
に
は
、
獨
逸
の
耕
地 

は
到
底
米
國
穀
_
の
競
‘爭
に
堪
ゆ
る
可
か
ら
す
。
千
八 

西

七

十

九

年

工

業

に

對

し

て

、

.«
饑

關

秕

則

の

適

用

せ
 

も
‘る
、
や

,
獨
逸
の
製
造
業
赉
は
英
國
の
勞
働
者
が
最

廉
惯
.の
食
糧
を
#
る
に
對
し
へ
_
«霉
，の
勞
働
薄
が
：
.之

 ̂

得
ざ
る
に
於
て
は
、.到
底
英
國
の
製
造
業
？
競
爭
す
る 

能
は
ざ
る
理
由
の
下
に
、
食
糧
の.自
凼
.輸
入
を
■主
.張
し 

^
K
v
o苦
し
も
*
逸
に
し
て
英
國
ビ
同-じ
く
、.；！

筒

の
.. 

エ
業
國
た
.^
こ
と
を
®
獅
の
目
的
と
し
^
る
も
の
な
，ら 

ん
.か
、
此
議
論
は
把
1»
を
得
れ
り
ビ
す
可
ぐ
、
而
し
て
一 

獨
逸
に
於
て
、
穀
物
並
に
肉
類
に
何
等
課
税
せ
ら
る
、 

も
の
な
か
P

し
ビ
す
れ
ば
、
»
逸
エ
業
ば
急
速
に
發
達\ 

し
、
農
業
は
衰
微
し
れ
る
こ

W

疑
を
容
れ
t'
o
:然

も

獨
Z
 

逸
の
政
治
家
は
外
國
の
食
糧
供
給
に
依
賴
す
る
を
以
て 

海
上
を
支
配
す
る
英
國
に
於
て
は
之
に
堪
へ
得
るi
す

' 

る
も
"

獅

逸

に

取

つ

：て

：は

之

に

堪

ゅ

る

能

は

や

"

獨

逸

. 

を

し

て

强

大

な

.る

海

取

を

.有

す

.る

國

の

«

馭

を

蒙

ら

し

，
一 

む
る
を
不
可
な
りVJ

し
、
肉
類
、
激
物
殊
■に
小
麥
に
令
可 

前
な
る
'■
«
護
關
税
を
赋
®
す
る
の
方
針
樹
立
せ
ら
れ
た

斯
く
て
獨
逸
は.農

業
{:
:

關
税
の
保
謎
を
施^

4
國
内 

に
多
猶
め
人
口
を
給
養
し
ノ
.
取
隊
の
補
充
を
容
恩
な6

'L
0

'
る

を

期

じ

れ

.
る

が

、
、
實

際

に

農

產

物

は

人

口

の

增
 

加

^

よ

b

も

大

な

，
る
.割

合

を

以

，
て

增

加

し

た

り

。

即

ち 

千

八

百

八

十

ー

，1
1

年
よ
り
千
八
西
八
十
七
年
1:
帟
る
五
猶 

年

間

の

平

均

ビ

.汗

九

15
十
三
年
ど
を
比
較
す
る
に
> 
人 

ロ
は
四
千
六
百
七
十
萬
人
よ
り
六
千
七
百
萬
人
に
增
加 

し
ノ
猶
加
率
五
割
以
下
に
业
ま
れ
る
が
、

一
方
に
食
糧 

並
に
飼
料
は
五
割
以
上
の
增
加
を
告
げ
た
り
,0
故
に
獨 

逸
國
民
に
し
て
千
八
西
八
十
年
代
に
於
け
る
生
活
程
度 

に
滿
足
し
た
り
マ」

す
れ
ば
、
全
辧
獨
通
國
產
の
食
糧
に 

依
て
給
養
せ
ら
る
\
を
得
た
る
道
理
な
れ
と
も
、
.»
近 

一J.

十
五
年
間
彼
等
の
生
活
程
度
は
寒
し
く
上
進
し
、*
例
. 

へ
.ば
千
八
百
八
十
六
年
よ
b
千
八
百
九
十
年
に
至
る
五 

年

問

ぢ

千

九

宵

ニ

ハ

ヰ

よ

b

千

九

百

六

年

.に

茧

る

五

年

昍
 

$
を
此
較
す
る
に
>
;
小
麥
並
に
ラ
イ
麥
の
消
機
高
ー
人 

當
は
約
四
割
を
增
.加
^
:'
勢
ハ
外
國
よ
b
食
糧
^
輸
入 

す
る
の
必
要
に
接
^

る

セ

：
至

れ

&

。
固
よ
6
平
時
に
於 

て

は

、

西

部

ェ

業

地

_の

食

糧

»

入

に

：
對

し

て

、

東

部

農

業
她
ょ
ス
力
ン
.，
耳
^
ダ
^

ヴ

諸

國

に

向

っ

て

'
,
食 

第

十

聲(

ニ

ニ
; £

W

錄
'

歐
洲
戦
爭
と
来
國
の
貿
易
狀
態
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课

卜)

第

十

丨

勒

C 

一 

一 

ニ
八

)

錄
.

軟
洲
戦
淨
と
米
國
の
激
渴
狀
態

涕
八
號
.

九

糧
の
輸
相
せ
ら
る
; \

も
の
ぁ
>

。：
是
等
0

«

5

2

说
戰
爭
穀
物
並
に
穀
粉
«
伯
林
戰
時
穀
物
會
砒
の
所
嗬
に
歸
せ 

の
破
裂
と
共
に
、

*

逸
國
內
.

の
供
鉛
を
簦
富
な
ら
し
む
し
め
、
帝
國
並
に
各

# !

政
府
，
陸
海
軍
に
属
す
る
も
®

る
爲
め
に
、
禁
止
せ
ら
れ
た
り

V」

雖
も
、
之
を
以
て
戦 

時
に
於
け
る
轍
入
の
減
少
に
依
て
生
ず
る
供
給
の
不
足 

を
補
充
す
る
の
因
雛
な
る
は
論
を
俟
た
ず
。
殊
に
開
戰 

の
期
m

^
る
八
^

一
 

ロ
に
於
て
は
ぐ
獨
逸
は
千
九
哲
十 

四
年
度
に
製
す
る
農
逄
物
を
輸
入
す
る
に
至
ら
ざb•し 

を
以
て
、
英
國
&
_
逸
の
海
上
ょ
り
得
る
供
給
を
遮
斷 

■
す

る

や

、

假

令

ひ

英

國

人

の

想

像

す

る

如

-

^

獅

逸

を
 

し
て
«
對
的
飢
餓
の
狀
態
K
陷
ら
し
め
中
と
す
る
も
、 

比
年
上
進
し
來
れ
る
生
活
程
度
を
維
持
す
る
を
難
か
ら 

し
む
る
を
免
が
れ
ざ
り
き
。
茲
に
於
て
か
獨
逸
は
開
戦 

の
t-
初
、
食
料
品
に
.

す

る

.戰

時

最

高

價

格

を

公

定

し
 

次

ひ

で

國

Kの
愛
國
心
に
訴
へ
て
、
食
料
品
の
消
喪
を 

省
約
せ
し
む
.る
の
.方
法
を
.取
り
、
兩
渚
共
に
充
分
.の
成 

功
々
傅
す
る
能
'は
ざ
る
や
、へ
聯
邦
參
事
院
は
千
九
西
十 

五

年一,

月
ニ
十
五
'日
を
.以
て
： 

一
S

命
を
翻
定
し
、 

牙

九

西

十

五

宇

ニ

为
 

一
H

以

後

帝

國

&
;
に

在

；
る

各

1

の

.

、
外
，；
總
て
の
榖
物
穀
粉
に
之
を
適
用
す
る
こ
と
、
し 

麵
龅
製
造
幾
潜
ね
姑
從
來
使
用
し
れ
る
麥
粉
の
四
分
の 

三ii

使
用
量
を
制
限
し
、
焚
に
麵
麴
製
造
に
は
小
费
粉 

に
ラ
ィ
麥
粉
並
に
馮
鈴
薯
粉
を
馄
用
す
る
こビ
を
命
令 

し
、
.
.伺

.^
に
國
K

-0
.麵
&
消
«

»
を
刷
限
す
る
0
的
を 

以
て
"

切

符

制

度

：を

案

出

し

、

_

K
 

I

名
に
一
日
ニ
百 

一
一
十
五
：
ダ

ラ

ム

(

後

に

ニ

：
西

グ

‘
ラ

ム

と

す

)

の
赉
粉
ヾ
し 

相
等
し
き
麵
齙
を
購
入
す
る
を
得
る
引
換
券
を
熒
付
し 

麵
齙
商
又
は
料
理
店
に
.於
て
は
引
換
券
を
呈
示
す
る
潜 

に
.限
つ
1
麵
齙
を
供
給
し
、
毎
囘
引
換
券
に
穿
孔
し
、

1
1
W
1

1

十
五
グ
ラ
ム
を
七
倍
し
れ
る
分
最
を
交
付
せ
ら 

机
お
る
者
は
次
週
に
至
ら-ざ
れ
ば
"1

塊
の
麵
齙
を
も 

得
る
能
は
ず
"

而

.む

て

政

府

は

一

週
間
を
®
じ
て
、
引 

換

券
:l
c

依
て
?[
»

へ
ら
る
可
き
或
る
»
の
麵
龅
を
使
用 

せ
.ざ
る
を
以
て
‘、
愛
國
心
.に
：適
し
た
る
所
業
なる
こ
.ビ
 

を
：鼓
吹
し
た
6 

0
.
. 

.1 =
の
消
找
if
t
lプ
许
ご
’十
芄
ダ
ラ
4

を
以
て
計
算
す
る
.？き

は

、
，
：

I

年
の
消
费
量
百
五
十
封 

度
に
相
當
す
可
く
ノ
正
に
生
命
を
維
持
す
る
に
必
要
な 

る
分
®
を
超
ゆ
る
ビ
雖
も
"
近
年
に
於
け
る*
逸
國
民 

の
弗
均
悄
喪
最
に
比
較
す
る
ビ
き
は
、：
巡
に
低
き
に
居 

>
9
>現
に
千
九
西
ニ
年
ょ
り
岡
六
年‘に
至
る
：伞
均
消.
« 

蠱
は
小
麥
並
に
ラ
ィ
麥
の
四
西
九
十
五
封
度
に
上
る
事 

實
に
徵
す
ば
、
麵
齙
引
換
券
の
認
め
た
る
分
量
は
其
三 

分

のi

に
過
ぎ
ざ
る
計
算
爲
る
可
し
。

世
人
或
は
觸
逸
を
以
て
飢
餓
の
窮
境
に
居
ら
ざ
石
も 

の
ど
し
"
英
國
の
餓
死
政
策
に
對
抗
す
る
爲
め
に
、
獅 

逸
が
潜
水
艇
封
鎖
政
策
を
敢
.«
し
た
る
をi

す
る
も
. 

の
、
如
しW

雖
も
、
此
政
策
の
實
行
せ
ら
れ
れ
る
千
九 

百
十
五
年
一1

月
四
H

當

時

に

於

て

、
，
»
.
逸

が

食

糧

0'
供 

給
に
危
險
を
感
じ
來
れ
る
は
？
银
ふ
可.か
.ら
ざ
る
1事
實 

に
し
て
、
國
民
に
食
料
品
節
約
を
强
要
す
る
非
常
の
、政 

策
を
實
行
し
^
る
は
、
■自
&'
.危
險
を
测
*
す
る
標
準
|2 

る
可
し
0。
現
に
當
時
齋
臀
西
內
務
太
辟
タ3.
.丨
_べ
' 

W氏 

■が
伯
林
大
學
敎
授
ザ
ー
リ
ン
、

\

氏
ぬ
寄
せ
だ
'る
»
瞎
に
-

於

て「

若
し
も
獨
逸
國
民
の
：生
活
方
式
に
し
て
，
多
年 

來
の
雄
和
時
代
に
行
は
•れれ
る
も
の
に
對
し
て
、
恶
し 

く

變

浓

せ

ら

れ

ん

か

.
、

吾

人

は

戰

時

衣

食

の

針

に

全

き
 

を

得

ベ

し
.0
獨
逸
の
±
地
は
豐
饒
に
し
て
、
國
民
を*
 

持
す
る
を
得
べ
し
と
雛
も
、
"
其
生
產
す
る
所
は
旣
往
に 

於
て
常
に
吾
人
の
要
求
を
充
す
に
足
らざ
り
き
。
菩
人 

は

餓

死

す

る

に

迫

ら

れ

す

雖

も

、

一

方

^

食

物

を

節
 

約
し
、
簡
易
に
生
活
し
，
小
麥
粉
並
に
白
麵
_
の
食
用 

を
減
じ
で
、
黑
麵
ft
並
に
馬
鈴
慕
を
多
く
食
物
と
し
、 

從
來
廢
棄
し
れ
る
も
の
を
利

用

す

可

く

"

假

令

ひ

時
機 

を
逸
し
た
り
€
す
る
も
、
庶
に
此
計
畫
を
實
行
し
、
各 

家
計
を
擧
げ
で
戰
時
の
狀
態
に
移
さ
レ
る
可
か
ら
す
。 

^
&
に
於
け
る
難
約
並
に
自
省
は
戰
場
に
於
け
る
勇
戰 

€
異
な
ら
ざ
る
'な
b」：

i
言
へ
'る
は
、
當
時
の
眞
相
を 

描
出
レ
た
な
文
竽
S
す
可
U

。
.'
.

.
，
國

民

：
に

對

す

务

愈

»

0:
供
.給
ミ
典
に
，
獅
逸
が
®
雛 

S

M

る
家
脔
^
對
す
る
飼
料
0.
間
題
な
り
。
4V
時 

に
餘
て
砍
、.
.鲺
雜
ば
外
國
{;
依
て
«;
給

せ

ら

れ

"

典

輸

第

十

卷

(

ニ 

U
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雜

-
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歐
糾
^M

米
風
ゆ
敢
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眺
隞

第
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一
—-
.

H

s

錄

欧
洲
戦
ど̂
米
國
の
贸
敫
狀
腿

.

、

入
高
の
輸
坩
に
超
過
す
る
も
の
七¥1
五
十
萬
噸
の
多
ぎ 

に
及
べ
b

o
今
個
料
め
輸
入
じ
.し
で
遮
斷
せ
ら
れ
ん
が 

家
畓
の〗

部
を
皭
殺
す
る
か
？
或
呔
人0;
食
料
に
供
し 

纪
る
穀
物
の
一

部

を

家
落
の
飼
料
とす
る

か
、

一.一

策
の 

r

に
出
，で
ざ

る
可
か
&
す
。.
獨
逸
は
此
問
に
處
し
て
、

一
家
帝
の
數
を
滅
ヤ̂
:レ
典
に
、
內
國
產
飼
料
を
增
加
ず 

な
の
政
策
を
講
&
ft
h
。
.即
ぢ
開
戰
當
初
獨
逸
に
飼
養 

.せ
ら
る
、
豚
は
一
1千
五
西
萬
頭
に
上
る
と
稱
せ
.ら
れ
た 

る
が
"農
民
は
穀
物
並
に
馬
鈴
慕
を
以
て
、
之
を
飼
養
せ
：
 

ん
と
し
"
千
九
西
十
五
年
1
月
末
に
於
で
は
燕
麥
並̂
 

馬
鈴
慕
の
大
平
は
豚
の
飼
養
に
充
て
ら
れ
た
り
。
较
に 

於
て
か
同
年
二
月
二
十
五
日
.前
記
食
糧
收
用
に
關
す
る 

#
令
の
制
定
せ
ら
る
V
や
、
：政
府
は
豚
の
.數
を
或
る
程 

度
ま
で
減
少
す
る

の
必
要
を
® !

めr

人
ロ
五
千
人
以
下 

の
都
§

於
て
は
豚
肉
の
一
定
量
を
貯
藏
す
る
の
義
務 

を
負
は
し
.办
fs
'
b。
此
方
法
に
依
て
全
國
の
豚
數
に
幾 

何
の
減
少
を
街
げ
た
る
や.は
之
を
知
る
能
は
ずVJ.

雖
も 

殘
^
す
る
豚
0-
飼
科
:̂
1
赏
な
ら
し
む
：方
策
S
し
て
、
,

&
府
.の
»
じ
れ
る
は
>
:即
ち
酒
精
釀
造
の
M
料
ど
し
て 

蝣
鈴
薯
：に
對
ず
るW
要
を
®
減
す
t
0.
:

-;
琳
に
稃
し
、
：
' 

，
千

九

茛

十

五

年

五

所

來

^

游
て
は
' 
脈
を
屠
殺
す
が
の 

必
耍
び
き
に
至
れ
り
。
®
し
て
次
年
度
に
於
け
る

馬
鈴 

薯
，の
收
穫
を
豐
富
な
ら
し
む
る
爲
め
、
從
^
M

$
の
耕 

作
に
充
て
ら
れ
化
る
土
地
を
制
限
し
て
、
四
割
減
ビ
し 

斯
く
て
生
じ
た
る
餘
地
に
は0
ず
小
费
又
は
^
餘
蕲
を 

植
付
け
し
め
ノ
ブ
ラ
ン
デ
ゾ
ブ
ル
ヒ
、
。ホ
メ
ラ
二
ァ
、

.ン
ユ
-
レ
ス.ゥ
ヰ
.ッ
.
ヒ
、

ホ
ル
ス
タ
ィ
ン
、

ハ
ン
ノ
1

!/

ァ

ー

、
：
ク

ユ
メ

ト
、ノ 

y

エ
ン
の
®
地
の
如
き
場
所
に
も 

亦
灌
®

を
施
し
て
、
其
植#

に
充
て
ら
れ
把
り
。

白
耳
義
、
' 佛
蘭
西
，
波
蘭
等
の
獨
逸
跟
占
領
區
域
も 

亦
耕
作
用
.に
供
せ
ら
れ
た
雖
も
、

K
收
«
は
駐
屯 

兵
の
#
■
の1

部
を
充
す
に
止
ま
り
、
獨
逸
全
國
の
食 

糧
に
大
な
る
關
係
を
有
す
る.に

至

ら

ず

。

農

業

勞

«'
蔣 

の
多
數
は
兵
員
と
し
て
召
集
せ
ら
れ
、
：
收
權
期
に
臨
ん 

で
勞
働
者
に
不
足
を
吿o

な
に
至
ら
ざ
，る
や
は
開
戰
當 

初
よ
b

t
人
の
憂
傲
す
る
所
なb
し
が
、
政
#
は

〗

：方

J

i

に
臨
時
收
權
に
從
ぅ
漭
砮
藤
集.し
、
.ニ
商
莴
^
に
上
^. 

俘
瑯
を
使
役
し
、
牛
馬
を*
使
し
、：
ベ
ン
ゾ
I
灰
油
を 

燃
料
と
す
る
發
動
機
を
利
用
す
る
等
種.々
.の
方
策
を
案 

出
し
て
、
當
而
の
固
難
に
應
じ.つJ

,

あ
り
0.
然
ら
ば
食 

料
品
の
密
輸
入
は
此
岡
難
の
時
期
に
於
て
，
如
何
な
る 

稆
度
'̂
1

で
行
は
れ
た
.る
‘か
o
;
米
國
の
'食
糧
が»
逸
附

近

| 

の
中
立
諸
國
を
經
ri
l
し
て
獨
逸
に
供
給
ぜ
ら
る
、H
 

明
6
の
事
實
に
し
て
*
今
後
，對
獨
封
鎖
の
益
々
厳
重
ビ 

爲
る
可
き
に
拘
は
ら
ず
、
其
供
給
の
遮
斷せ
ら
る
、
こ 

ぐ

」

な
か
る
可
し
。
蓋
し
貨
物
に
し
て

1

度
び
ス
ヵ
シ
デ 

キ

ネ

グ

牛

ァ

海

峡

.
に

入

&

ん
か
.

英

國

の

.嚴

重

な

.る

0
.
一 

視
を
以
て
す
る
も
、
國
境
を■
越
し
て
、
觸
逸
に
入
：る

一
 

こ
ビ
を
防
ぐ
能
は
ざ
る
の
み
な
&

す
、
羅
馬
尼
並
に
露 

西
亜
を
通
じ
て
、
密
輸
入0
犴
は
る
>
も
の
少
な
.か

ら

\

 

ず
。
羅
赐
尼
は
犬
な
る
穀
物
輸
出國
な
りo

然
る
に
千 

九
西
十
四
.年
秋
«
馬
尼
の
.產
出
0
輪
出
せ
ら
‘る
，、
以
前 

ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
»
峽
閉
鎖
せ& ;

れ
,
今
方
に
«
取
,
國

を
支
拂
ふVJ.

ど
を
■
也
ず
t
す
れ
ば
、
«
馬
尼
が
兩
國 

に
向
つ
て
'盛
.に
穀
物
を
輸
出
す
る
は
當
然
に
し
て
、
千 

九
西
十
五
年
の
始
に
於
で
は
羅
馬
尼
政
庥
は
穀
物
のS 

出
を
_
'J
h
し
、
見
づ
夏
.率
收
*
’

に
至
る
ま
で
國
內
に
於 

て
消
®
す
"る
穀
物
.を
外
國
ょ
b
購
は
ざ
る
可
か
ら
ざ
，る 

の
狀
況
ビ
爲
れ
り
。

露
西
亜
は
楡
入
品
の
代
金
並
に
外
債
：の
利
子
を
決
濟 

す
る
爲
め
に
、
穀
物
を
輸
出
す
る
の
地
位
に
居
る
も
の 

な
り
。
然
る
に
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
海
峽
は
土
^
古
に
依
て 

バ
ル
チ
ッ
ッ
ク
海
は
獨
逸
に
依
て
、
閉
塞
さ
れ
た
る
が 

故
，に
、
其
輸
出
に
大
な
&
支
障
を
生
じ
た
り
。，
而
しT 

露
國
は
西
it
諸
國
叉
は
合
衆
國
に
於
け
る
が
如
き
、
穀 

物
の
.
.運
搬
聽
藏
に
就
て
完
全
な
る
氣
備
を
有
せ
す
、
穀 

物
.は
翁
入
の
儘
に
て
_
方
停
車
場
の
*
屋
■に
il
l
積
す
る 

の
狀
な
る
.を
以V

、

速
^
之
ゼ
輸
出
せ
ざ
れ
ぱ
、
腐
收 

變
«
の
恐
あ
り
、-當
業
游
の
利
害
ょ
り
云
ふ
ど
き
は
、

.

ォ
デ
シ
：
ナS

如
き
®

灣
ょ
り
之
を»

出
す
を
以
て
當
而. 

の
急
務
が
し
たb

。
'今
霡
國
に
於
で
榖
物
を
肷
引
す
る

節
八
號 

九
丑

共
に
小
麥
の
供
給
{2
不
足
を
訴
へ
、
、
之
は
麵
し
て
高11

第
十
卷
‘
2

ニ 
H

一)

：
雜

錄

欧

洲

g

歌
と
米
殹
.の
賢
易
狀
酸



猶

十

餘(
一

ニ
ニ
ニ)

欧
洲
®
爭
と
米
.鼯
办
贸
易
狀
態

m
/v
號

九
六

商
人
^
專
ら
猶
太
人
に
し
で
、
.彼
等
は
露
國
に
對
じ
で 

何
等
の
愛
國
心
を
有
す
る
も
の
に
非
ず
，
屯
生
穀
物
を 

擔
倮VJ

し
て
*
農
民
に
資
金
を
贷
出
し
、.穀
物
_
却
代 

金
を
以
て
、
H
付
金
を
決
濟
す
る
栌
故
に
穀
物
輸
出
の 

道
杜
塞
せ
ん
か
、
彼
等
の
損
失
す
る
所
少
な
か
ら
中
、 

妓
に
於
て
か
自
家
の
利
害
ょり
.
打

算

し

て

、
：
、
彼

等

が

瑞
 

典

並

に

羅

坶

尼

を

經

tt
-
!
し

て

"

觸

塊

兩

國

に

穀

物

の

販
 

路
を
求
め
れ
る
は
耿
て
異と
す
る
に
足
ら
ず
。
茲
に
於 

て
か
露
國
は
千
九
西
十
五
年
ニ
月
以
來
敵
國
に
對
す
る 

輸
出
禁
止
を
厲
行
し
つ
、
あ
り
ビ
雜
も
、
其
後
に
於
て 

も
端
典
並
に
丁
梂
に
於
て
露
國
の
ル
ー
ブ
ル
貨
並
‘に
爲 

稃
手
形
に
對
す
る：

窗
耍
の
盛
な
る
春
實
に
徵
す
れ
ば" 

此
純
の
不

芷
取
引
は
容
易
に
跡
を
絕
た
ざる
も

の

、如

V
O
.
-
: 

.

1
-
-
1
V

獨
逸
が
國
內
に
M
け
る
贫
糧
の
供
給
を
增
加
す
る
に 

就
て
!®
難
と
爲
れ
る
は
、
外
國
の
人
造
肥
料
供
給
を
喪 

失
し
た
る
を
以
て
、
：}
:
.
の
原
因
.̂
可
し
。
人
造
肥
料
の 

®
な
る
成
分
は
剝
篤
®
斯
、；
石
灰
、
S

素

パ

.
燐

酸

等

な

-CSO;.

獅
逸
は
國
內
に
剝
»
®
斯
並
に
石
灰
を
有
す
る
こ 

と
敷
當
な
れ
ど

も

窺
素
は
主
$
し
て
南
米
よ
6
輸
入 

す
t
硝
石
よ
6
採
取
し
-
其
年
額
八
十
萬
噸
に
上b
、 

內
國
は
於
で
硫
酸
ァ
ム
、
モ
一
一
ァ
よ
り
採
取
す
る
.も0.
甚 

だ
少
な
く
、
燐
酸
も
亦
合
衆
ー
國"
ァV

ジ
ユ
ー

ル
9
チ
ユ 

ニ'
ス
.
'よ
b
輸
入
す
る
を
常
と
す
。
' 猶
.て
.
a
素
、
»
&
の 

轍
入
は
開
.鄉
ビ
典
にa
絕
し
て
、
內
■
に
於
て
_人
造
m 

料
の
製
徵
に
困
難
を
招
き
、
鱗
酸
は
コ
ー

レ
ィ
ン
に
於 

け
る
鐵H

業
の
鐵
渣
よ
b

之
を
收
め
、'窺
素
は
ロ
t

ル 

タ
^
—

の
#

1]

す
る
ア
ム
モ5

一
 

フ
よ
h

w

取
す
る■

^
*
*
n
s

,r 

水
力
の
低
廉
な
る

^
.威
に
獅
逸
人
の
資
本
を
以
て
、
エ 

場
を
©
、し
.、
空
氣
电
よ
U
窪
素
を
得
る
の
方
法
を
講
じ

然
ら
ば
獨
逸
は
工
業
の-M
料
品
供
給
に
就
て
は
如
何 

な
る
エ
風
を
凝
し
访
る
や
。1

、

議

談

、

羊

宅

"
，
銅 

等

に

就

て

は

、
，
曩

に

其

狀

況

の

ニ

斑

を

述

べ

れ

.
る

を

以 

て
#
を
省
_
し
b
.
. 

.

?!
油

め

.
供
給
^
就
て
見
る
に
、

«

^
 

が：

半
生
輸
入
す
る

.

?1
51
1
|
の
量
'»
七
十
五
萬
«
內
外
し
し」

て
、
其
2
分
の
';
|は
^

に
合

衆
國
，の
供
給
に
係
り
、
千 

九
^-
于
四
年
^

月

に

終

る

.
^
一 

年
間
人
ロ
衆
國
ょ6

»

逸

.
に 

輸
出
し
ft
る
石
油
.の
f

は
一
一
千
®;
弗
に
上
.れ
り
？
，然 

る
に
.英
國
は
千
九
西
十
.四
年
十
月
4

十

九

日

の

命

令

-を 

以
て
、
石
油
を
絕
對
禁
制
品

VJ.

し
.た
り
0
思
ふ
に
絕
對 

禁
制
品
な
'る
も
の
は
®:
事
上
の
甩
に
適
し
、
交gM

,
©

 

部
隊
に
供
給
せ
ら
る
、
物
資
に
し
て
、
鐵
砲
、
®
藥
の 

如
き
、
之
祀
當
る
ど
す
可
し
。.石
汕
は
燈
火
用
を
以t 

其
用
途
の
ff
i
な
る
も
の
i
し
、
之
に
次

ぐ

/f
l
M
は
發
動 

機

用

の

ガ

ソ

リ

ン

に

；
外

な

ら

ず

。

發

動

機

：は

自

»

_

は 

使

用

せ

ら

れ

、

而

し

，て

自

動

：«

は

時

'
に

軍

事

忙

供

用

せ
 

ら

る

、

こ

ビ

あ

り

？

»

も
.
、

之

を

以

て

直

.
に

石

油

を

絕
 

對
禁
制
品
i

t
る
の
不
可
な
る
は
勿
論
に
し
てS
命
敎 

宣
言
に
於
て
は
石
油.を
^
#
:
^
!
制

品

：
の

項

に

す

ら

；
揭 

げ
ざ
り
し
次
第
な
り
？‘英
隞
が
^
油
を
絕
.對
禁
制
品
ど 

し
^
る
は
、
即
ぢ
獅
逸
•を
餓
死
せ
.し
む
‘

の
政
策
に
、基 

け

る

も

の

に

；
し

で

、

」

方

：
に
^

^

ぼ

石

油

：に

ft
用

ぜ
S 

、
る

可

き

物

資

を

求

：
め

て

.、

.
供

給

.不

足

.
^
伸

ラ

§

'
に

當

f

t

0

A
 (

“霞

碧

油

重

霧

製

に
1
外
：0
減

續

を

招

备

ゴ

.
^
<
^
:

截
は
他
は
代
，̂

き
^
^
.を
：見
^

 

_
tt
:

#
3
,
v
,
.>
:
猶

逸

ょ

、

も

大

な

る

'困

難

を

豪

る

を

免
 

作

ぎ

：
ヴ

.

き
。
0
t
¥
.
M
0 

G
於
て
は
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、
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す
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れ
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。
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。
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を
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—

i

f̂f
i
Ji
の

間

題

：
に 
U
 

て

';
•♦
殊

に
 

交
戰
圃
の
一
.方
た
ざ
聯
合
^

M
0
,み
米
國
の
^

|

供
給
'

九
七



銷
：ヤ
%
' 

C.
ー：1
'三
四)

"

雜
':.
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む
る
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#
る
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反
し
て
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炉
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る
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ざ
る
..場
合
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於
て
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,
.米
國
の
»
器
輸
出
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中 

立
1

5

反
し 

'文
人
情
に
.背
く
の
嫌
を
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栌
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此
點
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米
國
官
民
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卧
ら
函
惑0;
狀
な
き
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り
し
が
"
海
上
權
を
支
.配
す
る
*
合
讅
國
は
盛
に
米
國 

に
註
文
を
狻
し
、
千
九
百

>
P
M
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年
末
に
於
で
，
米
國
0
< 

當
業
者
は
聯
合
諸
國
の
話
文
に
應
ず
；る
に..忙
は
し
|
に
.1 

至
れ
り
。
而
し
て
月
開
會
ぜ
ら
れ
れ
る
議
會
のM
頭 

に
於
て
交
戦
諸
國
にM

器
の
輸
出
を
禁
止
す
る
の
法# 

粱
ゅ
元
老
代
議
0
兩
院
に
提
出
せ
.ら
れ
れ
.
.る
が
、
委
員 

會
の
饑
に
付
せ
ら
れ
る
の
み
に
し
て
"
.本
會
議
に
上
ら 

ざ
ぅ
■き
。」

然
も
爹
數
の
製
造
業
者
は
國
務
省
がst
s
の 

輸
出
を
許
容
す
る
や
丧
や
、
其
意
見
を
忖
度
す
る
_
は 

^
る
を
以
て
'-
事
業
の
着
手
に
1
1躇
す
も
の
“趣
ゎ
か
。

.. 

國
務
省
亦
結
局
^
九
西
十
四
年
.十
月
十
五
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布
吿
を
發 

し
"(

合
衆
國
坟
は
交
戰
國
政
府
又.
其̂
代
现
人
に
自
a 

の
好
む
如
何
な
る
商
品
を
も
す
る

'
^
:ベ
く
、
某 

積
出
し
忙
る
商
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し
て
、.禁
制
品
な
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猶
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又
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立

國
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突
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摄
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ら
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衆

國
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行
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然
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獨
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衆
國
政
府
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し
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な
る
藤
度
に
出
で
たb
やV」

沄
ふ
に
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前
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器
軍
需
品
の
輸
出
に
就
て
杭
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試
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國
際
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し
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蹂
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.
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給
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中
句
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英
國
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十
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潜
水
艇
製
造
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註
文
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受
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會
社
は
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分
品
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し.て
英
固
に
引
渡
し
、
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國

运

て 

適
梵
組
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條
約
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中
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懷
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文
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せ
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で. 

起
れ
る
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行
機
供
給
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し
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九
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五
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九
日
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逸
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國
務
卿
に
書
面
を
以
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衆
國
に
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で
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之
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供
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し
つ
 
> 
あ
る
こ
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を
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摘
し
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行
機
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供
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中
立
國
に
於
て
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國
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條
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績
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衆
國
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又
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す
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を
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摩
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が
一
11S
月
以
上
英
國
は
抑
®
せ
も
れ
ft
各
が
如
き
米
國 

.の
質
易
機
を
蹂
ir
f
な
も
の
に
し
て
，ハ
.合
衆
國
政
府
は 

奥
國
を
し
て
國
隞
法
#
破
棄
す
a；
に
委
ぜ
y
む

る

の
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ぁ
り
。
從
來
中
立
國
が
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B
,に
軍
需
品
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る

先
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今
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の

戦
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に

於

て
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用

せ

ら

る
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も
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の
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に
非
す
。
蓋
し
合
衆
國
は
今
日
交
戰
國
に
箪
需
品
を
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給
す
る
權
ー
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中
立
國
に
し
.て
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某
目
的
を
以
て*
新

\ 
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•
國
內
に
寧
業
の
訃
®

せ

ら

，る

、
狀
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な
：れ
ぱ
な
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殊
に
米
國
ば
獨
逸
の
敵
國
に
對
し'て
の
寧
需
品
を
供
給I 

し
つ
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t

o

.

宜
し
く
米
國
は
英
國
に.軍
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品
を
供
給
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す
る
こ
5
を
以
..て
、
獨
逸
と
合
法
の
食
易
殊
に
食
糧
輸 

送
を
保
*
す
る
の
手
段
た
ら
し
め
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な
可
が&
申
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合
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衆
國
が
歐
洲
の
交
戰
國
に
對
す
る
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需
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輸
出
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:
す
る
は
、
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に
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て
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の
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置
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で
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g

る
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も
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な
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政
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嫌
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岑
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又
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揿
る
ば
，
獨
翁
が
平
時
れ
る 

色
戰
時
拎
ざ
込
を
問
は
ず
、
世
界
の
諸
國
に
堪
器
を
.佻 

給
^
れ
'る
^
果
な
.
^
^
:
す
可
く
、

一
方
に
海
牙4;
瑜
會 

議
に
於
で
>
獨
逸
政
府
の
代
表
者
は
中
立
國
は
交
®
國 

の

見

地

，ょ

ち

.

不
法
を
す
る
商
業
に
其̂

民
の
li
係
す
る 

を
禁
ず
る
め
.義
務
な
き
こ
d
を
_
言
し
た
り
。
獅
逸S

 

往
0
態
度
斯
0
雙

鴆

る

以

上

は

：、.米
國
た
る
も
0
今 

獨
逸
.の
#:
:
_
に
，接
し
て
>
.乘
に
之
.に
服
す
：る
の
道
理
あ 
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を
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.る
が 

故
.に

^
戰
P
の
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す
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は
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す
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衆
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出
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交
戰
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依
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の
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女
si
求
せ
ら
れ
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之
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絕
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た
る
の
事
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な
か
ら
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猶
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を

^
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.
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